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2012年3月期 決算説明会

2012年5月8日（火）

船井電機株式会社

証券コード ６８３９
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Ⅰ．社長挨拶

1. 2012年3月期の総括

2. 2013年3月期の計画

3. 経営環境

4. 成長戦略

－既存事業の拡大・強化

－新規市場への展開

－新規事業分野への展開
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１．2012年3月期の総括

80億円
（2.6%）

3,100億円

4億円
（0.2%）

32億円
（1.2%）

営 業 利 益

2,461億円2,650億円売 上 高

期初計画 実 績修正計画
（11年10月28日発表）

総括

●東日本大震災およびタイ洪水の影響による生産・販売機会の逸失

●予想を超える円高の進行と、欧州・国内市場の冷え込み

83.00円 78.81円78.57円期中平均レート
（対USドル）

マイナス要因

プラス要因

●TV在庫が適正化
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２．2013年3月期の計画

7億円
（0.3%）

2,959億円

40億円
（1.7%）

4億円
（0.2%）

営 業 利 益

2,290億円2,461億円売 上 高

計 画実 績実 績

2011年3月期 2013年3月期2012年3月期

85.21円 80.00円78.81円期中平均レート
（対USドル）

●来期・再来期飛躍のための布石の１年

●TV事業の黒字化今期の

ポイント
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３．経営環境

景気動向景気動向

業界動向業界動向

●米国は回復基調にあるものの、ガソリン価格高騰が足を引っ張るおそれ

●欧州は債務危機問題の混迷が払拭できず不透明な状況が続く

●BRICsをはじめとする新興市場で需要が拡大ながら景気鈍化傾向も

既存事業の強化＋新成長分野への展開

●スマートフォン、タブレットの急成長と、AV・PC・通信の融合加速

●TVのコモディティ化が加速

●日系AV機器メーカーの不振――事業再編・合従連衡が本格化
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４．成長戦略

既存事業

拡大・強化

新規市場

展開

成長戦略成長戦略

新規事業分野

展開
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４．成長戦略―既存事業の拡大・強化（全社的取り組み）

ディスプレイ事業
（旧TV事業）

ディスプレイ事業
（旧TV事業）

デジタルメディア事業
（旧BD・DVD事業）

デジタルメディア事業
（旧BD・DVD事業）

オフィスソリューション事業
（旧情報機器事業）

オフィスソリューション事業
（旧情報機器事業）

開発設計の海外シフト加速

生産拠点の再編

特許ポートフォリオ強化

固定費削減の徹底

新規市場の開拓 （後述）

コスト競争力を
さらに強化

全社的取り組み
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４．成長戦略―既存事業の拡大・強化（事業別）

●在庫適正化/SKU増による利益貢献

●PHILIPSビジネスの拡充

●タイ工場の増強・内製化推進

●OEMビジネス強化

●残存者利益の確保

●新規アイテムの立ち上げ

●LBPビジネスの立ち上げ

●自社開発プリンターの事業化

●LED照明事業の立ち上げ

ディスプレイ事業
（旧TV事業）

ディスプレイ事業
（旧TV事業）

デジタルメディア事業
（旧BD・DVD事業）

デジタルメディア事業
（旧BD・DVD事業）

オフィスソリューション事業
（旧情報機器事業）

オフィスソリューション事業
（旧情報機器事業）
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４．成長戦略―新規市場への展開

・販社の設立

・FTAの活用

既存・新規有力顧客を通じたグローバルマーケット展開既存・新規有力顧客を通じたグローバルマーケット展開

ASEAN

インド

中国中央アジア

中近東

英国
（再参入）

中南米
（強化・拡充）

・メキシコ販社より

コントロール
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４．成長戦略―新規事業分野への展開

中長期的成長を支える３分野中長期的成長を支える３分野

環境
エネルギー

ネットワーク デバイス
モジュール

●LED照明

●断熱材

●タブレット

●STB

●MEMS

●高密度実装

応用製品に
展開
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LED照明事業について

LED電球
直管形
LEDランプ

トンネル用
LED照明

20122012年年66月より、中国での本格販売を開始月より、中国での本格販売を開始

自社開発・生産

フルラインナップ展開

ハロゲン
代替形
LEDランプ
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IPG社 保有特許資産の購入について

特許ポートフォリオ特許ポートフォリオのの強化強化

IPG Electronics社

テレビ

デコーダー

表示装置

関連特許

360件

船井電機

購入 テレビ

セットトップボックス

DVR等に使用可能
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Ⅱ．決算概要（連結）

1.   第4四半期（12年1月-3月） 決算概要
2. 通期（2012年3月期）決算概要
3. 機器別売上高
4. DVD関連機器の売上高
5.   テレビ関連機器の売上高
6. 仕向地別売上高
7. 営業利益増減要因
8. 財務の状況
9.   棚卸資産

10. 2013年3月期の計画
11. 2013年3月期の機器別売上高計画

12. 設備投資額・減価償却費・研究開発費
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１．第4四半期（12年1月-3月）決算概要

(△2.4%)(△5.1%)(四半期純利益率)

＋23△10△33四半期純利益

(△2.9%)(△4.2%)( 経 常 利 益 率 )

＋15△12△27経 常 利 益

(△5.8%)(△5.0%)( 営 業 利 益 率 )

＋8△24△32営 業 利 益

(△35.2%)

△232
427659売 上 高

前期比
( )は増減率当期実績前期実績

79.75円82.33円期 中 平 均 レ ー ト
（対米国ドル）

81.49円

10年12月

82.19円77.74円83.15円（対米国ドル）

月末レート 12年3月11年12月11年3月

（単位：億円）

（※3） 為替差益増＋7

（※4） 特別損失増△3、法人税等他減＋11

（※1） 受取利息＋1、為替差益＋12、
その他△1

（※2） 特別損失△3、法人税等他＋5

＋12 (※1)

＋2 (※2)

＋7 (※3)

＋8 (※4)
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２．通期（2012年3月期）決算概要

（単位：億円）

82.19円83.15円（対米国ドル）

月末レート 12年3月11年3月

(△1.9%)(△1.1%)(△0.4%)(当期純利益率)

△18△35△46△28△11当期純利益

(0.1%)(0.6%)(0.4%)( 経常利益率 )

△14△1111512経 常 利 益

(0.2%)(1.2%)(0.3%)( 営業利益率 )

△28△34327営 業 利 益

(92.9%)(△16.8%)

△189△498
2,4612,6502,959売 上 高

計画比
( )は達成率

前期比
( )は増減率当期実績当期計画前期実績

78.81円78.57円85.21円期中平均レー ト
（対米国ドル）

△3 (※1)

△47 (※2)

△8 (※3)

△24 (※4)

＋14 (※5)

△4 (※6)

（※5） 為替差益増＋13、その他＋1

（※6） 特別損失増△6、法人税等他減＋2

（※1） 受取利息+2、支払利息△1、
為替差損△4

（※2） 特別損失△7、法人税等他△31、
過年度法人税等△9

（※3） 受取利息減△2、為替差損益△6

（※4） 特別損益△9、法人税等他増△6、
過年度法人税等△9
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３．機器別売上高

409 331 326

564

325 300

1,986

1,994
1,835

前期実績 当期計画 当期実績

2,959億円

2,650億円

DVD関連： 720
T V関連：1,274

DVD関連： 656
T V関連：1,330

映像機器

情報機器

その他

2,461億円

DVD関連： 626
T V関連：1,209

計 画 比 （ ）は達成率

： △159億円 （ 92.0％）

： △ 25億円 （ 92.3％）

： △ 5億円 （ 98.5％）

合 計 ： △ 189億円 （ 92.9％）

映像機器

情報機器

その他

DVD関連 ： △ 94億円 （ 86.9％）
T V関連 ： △ 65億円 （ 94.9％）

： △ 151億円 （△ 7.6％）

： △ 264億円 （△46.8％）

： △ 83億円 （△20.3％）

合 計 ： △ 498億円 （△16.8％）

映像機器

情報機器

その他

前 期 比 （ ）は増減率

DVD関連 ： △ 30億円 （△ 4.6％）
T V関連 ： △ 121億円 （△ 9.1％）
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４．ＤＶＤ関連機器の売上高

・ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾚｺｰﾀﾞは増加したものの、その他

製品は減少

34 32 27

353
459

380

125

108

109

144

121

110

前期実績 当期計画 当期実績

656億円
626億円

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

その他

720億円

： △ 16億円 （△12.8％）

： △ 7億円 （△20.6％）

合 計 ： △ 30億円 （△ 4.6％）

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

その他

： ＋ 27億円 （＋ 7.6％）

： △ 34億円 （△23.6％）DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

前 期 比 （ ）は増減率

： ＋ 1億円 （100.9％）

： △ 5億円 （ 84.4％）

合 計 ： △ 94億円 （ 86.9％）

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

その他

： △ 79億円 （ 82.8％）

： △ 11億円 （ 90.9％）DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

計 画 比 （ ）は達成率

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

・タイ洪水による部品の供給不足の影響から減少
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５．テレビ関連機器の売上高

：△ 121億円 （△ 9.1%）液晶テレビ

前 期 比

・北米は微増も、日本は地上波デジタル放送移行後の
反動減の影響により半減

1,2091,274
1,330

前期実績 当期計画 当期実績

1,330億円
1,209億円

液晶テレビ

（ ）は増減率

計 画 比 （ ）は達成率

1,274億円

： △ 65億円 （ 94.9%）液晶テレビ

・日本は85％程度の達成率に止まる



18

６．仕向地別売上高

・情報機器の減少に加え、ＤＶＤ関連機器も減少

・ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾚｺｰﾀﾞは増加したものの、液晶
テレビと受信関連用電子機器は減少

日 本

北 米

： △ 40億円 （△18.1%）

： △129億円 （△13.7%）

合 計 ： △498億円 （△16.8%）

1,558

1,341

813
915942

181
188221 126
144

238

1,403

前期実績 当期計画 当期実績

2,959億円

アジア他

日 本

： △217億円 （△13.9%）北 米

： △112億円 （△47.2%）欧 州

2,461億円

前 期 比

(55%)

(5%)

(7%)

(33%)

(53%)

(8%)

(7%)

(32%)

北 米

欧 州

アジア他

日 本

2,650億円

(53%)

(5%)
(7%)

(35%)

（ ）は増減率

： △ 7億円 （ 96.3%）

： △102億円 （ 88.9%）

合 計 ： △189億円 （ 92.9%）

アジア他

日 本

： △ 62億円 （ 95.6%）北 米

： △ 18億円 （ 87.5%）欧 州

計 画 比 （ ）は達成率

・ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾚｺｰﾀﾞと液晶テレビが計画未達

日 本
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７．営業利益増減要因

＊付加価値＝売上－（売上原価＋販売費）

7

△36

＋20

＋13 4

付加価値率
上昇

営業利益

売上減少
による減益

当期実績前期実績

（単位：億円）

32

△17

△21
＋10 4

付加価値率
低下

一般管理費減

営業利益

営業利益

売上減少
による減益

当期実績当期計画

【 前 期 比 】 【 計 画 比 】

一般管理費減

営業利益
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８．財務の状況

2012/3
（当期末）

2011/3
（前期末）

2011/12
（当期3Q）

379 379

438
303 339

363
373 322

765 726

438

700

1,766

資
産
の
状
況

負
債
・
純
資
産
の
状
況

1,820

現金預金

売上債権

棚卸資産

固定資産他

仕入債務

未払金他

純資産

（単位：億円）
1,939

338 296

338 273 232

1,312 1,209 1,238

289

1,820 1,766
1,939

負債の状況

・現金預金

・売上債権

・棚卸資産

・固定資産他

資産の状況

純資産の状況

（自己資本比率 69.5％）

△173億円

前 期 比

△ 99億円

△ 74億円

・利益剰余金

・評価・換算差額等他
内、為替換算調整勘定

△ 53億円
△ 21億円
△ 14億円

・仕入債務

・未払金他
内、借入金

＋ 7億円
△ 106億円
△ 55億円

＋ 26億円

△ 41億円

△ 99億円

△ 59億円
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９．棚卸資産

在庫回転
月数

1.5ヶ月 2.4ヶ月2.0ヶ月

203

111 116

235

192
223

2011/3 2011/12 2012/3

339億円

（当期3Q）（前期末）

438億円

303億円

： △12億円

： △87億円

製 品

部品仕掛品等

前 期 比

製 品

部品仕掛品等

（当期末）
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10．2013年3月期の計画

通 期下 期上 期

＋31

＋7

△10

（△27.5％）

△386

+39

+31

+45

（＋20.4％）

＋215

(1.8%)

23

(2.2%)

28

(2.3%)

29

1,270

下 期

(△1.9%)

△46

(0.1%)

1

(0.2%)

4

2,461

通 期

(1.1%)

25

(1.7%)

40

(1.7%)

40

2,290

通 期上 期下 期上 期

(0.2%)(△1.5%)(△2.1%)(当期純利益率)

+712△16△29当期純利益

(1.2%)(△0.3%)(0.4%)(経常利益率)

+3912△35経 常 利 益

(1.1%)(△1.6%)(1.5%)(営業利益率)

+3611△1621営 業 利 益

（△7.0％）

△1711,0201,0551,406売 上 高

実績比増減
（ ）は増減率2013年3月期 計画2012年3月期 実績

78.81円 80.00円78.47円79.15円期 中 平 均 レ ー ト
（対米国ドル）

（単位：億円）
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11．2013年3月期の機器別売上高計画

：＋ 71億円 （＋ 3.9％）

： △120億円 （△40.0％）

： △122億円 （△37.4％）

合 計 ： △171億円 （△ 7.0％）

映像機器

情報機器

その他

前 期 比

DVD関連 ： △ 61億円 （△ 9.7％）
T V関連 ： ＋132億円 （＋10.9％）

326 204

300
180

1,835
1,906

2012年3月期実績 2013年3月期計画

2,290億円

DVD関連： 565
T V関連：1,341

映像機器

情報機器

その他

2,461億円

DVD関連： 626
T V関連：1,209
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12．設備投資額・減価償却費・研究開発費

60
40

52 48 49 48

129
105

117

2011/3期
実績

2012/3期
実績

（億円）

11/3比12/3 △20
12/3比13/3 ＋12

設備投資額 減価償却費 研究開発費

2013/3期
計画

2011/3期
実績

2012/3期
実績

2013/3期
計画

2011/3期
実績

2012/3期
実績

2013/3期
計画

11/3比12/3 △24
12/3比13/3 ＋12

11/3比12/3 ＋ 1
12/3比13/3 △ 1 
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Ⅲ． 補足資料①
（第4四半期（1-3月）決算概要）

1. 機器別売上高

2. 映像機器の売上高

3. 仕向地別売上高
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１．機器別売上高

：△150億円 （△31.6%）

： △ 30億円 （△38.0%）

： △ 52億円 （△49.1%）

合 計 ： △232億円 （△35.2%）
106

54

79

49

474

324

前期実績 当期実績

659億円

映像機器

情報機器

その他

前 期 比

427億円

DVD関連：174
T V関連：300

DVD関連：105
T V関連：219

DVD関連 ： △ 69億円 （△ 39.7%）

T V関連 ： △ 81億円 （△ 27.0%）

(1-3月) (1-3月)

映像機器

情報機器

その他
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２．映像機器の売上高

300

219
107

66

28

16

36

18

53

前期実績 当期実績

174億円

105億円

(1-3月) (1-3月)

300億円

219億円

前期実績

(1-3月)

当期実績

(1-3月)

DVDﾌﾟﾚｰﾔ
関連

DVDﾚｺｰﾀﾞ
関連

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

その他

液晶テレビ

DVD関連機器 テレビ関連機器
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３．仕向地別売上高

：＋ 1億円 （＋ 2.4%）

： △131億円 （△50.6%）

合 計 ： △232億円 （△35.2%）

318

128

259 43

42

18

40 238

前期実績 当期実績

659億円

アジア他

日 本

： △ 80億円 （△25.2%）北 米

： △ 22億円 （△55.0%）欧 州

427億円 前 期 比

(56%)

(4%)
(10%)

(30%)

(1-3月) (1-3月)

(48%)

(7%)
(6%)

(39%)

北 米

欧 州

アジア他

日 本
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Ⅳ．補足資料②

1. 四半期別決算概要

2. 機器別売上高の推移（四半期）
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１．四半期別決算概要

（△3.6％）

△23

（0.1％）

0

（0.5％）

3

656

1Q

(0.6%)

4

(1.7%)

12

(3.4%)

25

749

1Q

（△1.0％）

△5

（1.4％）

8

（1.3％）

8

628

3Q

(△5.1%) 

△33

(△4.2%)

△27

(△5.0%)

△32

659

4Q

(△2.4%)

△10

(△2.9%)

△12

(△5.8%)

△24

427

4Q2Q3Q2Q

（△0.9％）(△2.2%) (4.4%)(四半期純利益率)

△6△1634四半期純利益

（0.6％）(△0.9%)(4.4%)(経常利益率)

4△734経 常 利 益

（2.4％）(△0.7%)(2.6%)(営業利益率)

17△520営 業 利 益

750760791売 上 高

2012年3月期2011年3月期

（単位：億円）
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２．機器別売上高の推移（四半期）

86

171

362

130

91

189

388

123

126

125

280

229

106

79

300

174

108

87

277

184

105

95

379

171

59
69

334

166

54
49

219

105

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

（億円）

テレビ関連機器 情報機器 その他DVD関連機器

749

(10/6) (10/9)

791

(10/12)

760

(11/3)

659

(11/6)

656

(11/9)

750

(11/12)

628

427

(12/3)
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注意事項

本資料には、歴史的事実ではない将来の業績に関する予想及び見通しについて

の記載が含まれています。

これらの記載は、映像機器及び情報機器をはじめとする当社及び当社グループ

会社の事業に関連する業界動向、国内外の経済状況並びに為替レートの変動そ

の他の業績に影響を与える可能性のある要因について、現時点で把握可能な情

報をもとにした仮定及び見通しを前提としています。

したがって、実際の業績は、エレクトロニクス業界における競争状況、市場動向、

為替動向、新製品の導入及びその成否、税制や諸制度に関する世界的な状況を

含む多くの不確実な要因の影響を受け、本記載の予想及び見通しとは大きく異な

る場合がありますのでご承知おきください｡


